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アート×サイエンス IN 京都市動物園
アートで感じる？チンパンジーの気持ち

研究機関である京都市動物園の飼育員・研究員等によるサイエンティスト・サイエンスコミュ
ニケーター（生物学・動物学等）の視点からKYOTO STEAM－世界文化交流祭－のテーマである
アート×サイエンス・テクノロジーを考えるプログラムを実施します。アートとのコラボレー
ションによる新たな研究テーマの創出とともにサイエンティスト、サイエンスコミュニケーター
の育成を図り、京都・岡崎の京都市動物園を会場に、子どもから大人まで分かりやすく「アート
×サイエンス・テクノロジー」の可能性を伝えます。
また、サイエンティストから提供される知識をもとにアート×サイエンス・テクノロジーとい

うこれまでにないテーマによる作品制作を行うことで、気鋭のアーティストに対しこれまでにな
い刺激を与え、新たな作品の創造を促します。

目的
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遺伝的・進化的にヒトに最も近い動物であるチンパンジーはヒトと同じようにアートを楽しむ
ことができるのでしょうか。この問いに向かって2018年にスタートした本プログラムでは今回、
チンパンジーが暮らす京都市動物園の類人猿舎内にチンパンジーと来園者が双方向に操作可能な
映像作品を展示し、実験を行います。
作品を手がけるのは、人の動きにより変化する映像を用いたインスタレーション作品を発表し

てきた美術家の人長果月。花や蝶などの生き物の美しい姿をモチーフとして扱いながら、見る者
のアクションによって変容する作品は、美しさに潜む生命の多様なイメージを垣間見せてきまし
た。本プロジェクトでは、サイエンティストとの協働により“類人猿の故郷としての森”の中でチ
ンパンジーとヒトが出会い、戯れる空間を作り出します。
アーティストと協働しながら研究を行うのは、飼育動物が快適に過ごせる環境を提供すること

を目的に霊長類のストレスや行動発達の研究を行う山梨裕美（京都市動物園主席研究員）をはじ
め、センサー技術を活用して類人猿の認知と感情を研究する狩野文浩（熊本サンクチュアリ・京
都大学高等研究院特定准教授）ら、様々な専門性を持つ研究者たち。観察とセンサーから得られ
たチンパンジーの行動とアンケートとアイ・トラッキングによるヒトの行動を検証し、アートが
チンパンジーやヒトに与える影響を考えます。
アートとサイエンス、チンパンジーとヒト。それぞれの境界を越えながら、これまでにないチ

ンパンジーとヒトのコミュニケーションに挑戦し、「ヒトにとってアートとは何か」という根源
的な問いに迫ります。

実施内容

アイ・トラッキングによる実験の様子／2019年 チンパンジーに初めてプロジェクションに
よる映像を見せた時の様子／2019年

京都市動物園類人猿舎屋内展示場の作品展示イメージ
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フェスティバル名：KYOTO STEAM－世界文化交流祭－2020
プログラム名：アート×サイエンス IN 京都市動物園 アートで感じる？チンパンジーの気持ち
開催日：2020年3月21日（土）－3月29日（日）※3月23日（月）休園
開催時間：各日10:00－11:00／14:00－15:00
会場：京都市動物園 類人猿舎 屋内展示場３ 料金：無料 ※ただし、入園料は別途必要
出品作家：人長果月（美術家）
研究者：山梨裕美（京都市動物園主席研究員）／狩野文浩（熊本サンクチュアリ・京都大学高

等研究院特定准教授）／吉田信明（公益財団法人京都高度技術研究所主任研究員）／
一方井祐子（東京大学国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構特任研究員）／
岩城覚久（近畿大学文芸学部文化デザイン学科准教授）

アートコーディネーター：山本恵子（KYOTO STEAM－世界文化交流祭－実行委員会）
プロジェクト統括：坂本英房（京都市動物園副園長／KYOTO STEAM－世界文化交流祭－実行委

員会チーフディレクター）
協力：京都大学高等研究院／京都大学野生動物研究センター
主催：KYOTO STEAM－世界文化交流祭－実行委員会

開催概要

プロジェクトの舞台裏から実験におけるチンパンジーとヒトの反応まで、本プログラムの作品制
作および研究に参画しているアーティストと研究者等がお話します。

開催日時：2020年3月28日（土） 15:30～17:00
会場：京都市動物園 レクチャールーム
定員：80名
料金：無料（ただし、入園料は別途必要）
申込方法：
名前（ふりがな）・電話番号・同伴者の有無及び人数を添えて、KYOTO STEAM－世界文化交流祭
－実行委員会までお電話（075-752-2212）またはメール（ info@kyoto-steam.org ）にてお申込み
ください。

トークセッション

アーティストと様々な研究者による共同制作

本プロジェクトのみどころ

様々な専門性をもつ研究者とアーティストが互いの創造力と知識を駆使しながらコラボレーショ
ンし、チンパンジーとヒトのための新たな作品を制作します。

世界初！チンパンジーのためのインタラクティブアート

2016年にメルボルン動物園（オーストラリア）にてオラウータンを対象にMicrosoftのKinectを用
いた実験が行われており、同種のプロジェクトとしては国内初、チンパンジーを対象としては世
界発の試みとなります。

アートによるチンパンジーとヒトの新たなコミュニケーション

言葉でコミュニケーションできないチンパンジーとヒトが、互いに操作可能なインタラクティブ
（双方向）な作品を通じて、これまでにないコミュニケーションに挑戦します。
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人長果月（美術家）
1975年、京都府生まれ。京都市立芸術大学大学院造形構想修了。個展での作品発表とともに

「Art Meets Winter」（2018年／京都新聞社ビル・タイム堂／京都）、「再生の庭」（2017年／
藝倉美術館／中国）、「消滅の夢」（2016年／ベラクルス州立大学美術造形研究所ギャラリー
フェルナンド／メキシコ）、「神戸ビエンナーレ2015入賞作家招待作品展」（2015年／東遊園
地／神戸）等、国内外のグループ展に出品。2015年、京都市芸術新人賞受賞、「琳派400年記念
新鋭選抜展～琳派の伝統から、RIMPAの創造へ～」最優秀賞受賞。

出品作家プロフィール

山梨裕美（京都市動物園生き物・学び・研究センター主席研究員）
京都大学卒。京都大学霊長類研究所、野生動物研究センターを経て2017年から京都市動物園生き

物・学び・研究センターの主席研究員として勤務。飼育動物が快適に過ごせるような環境を提供する
ことを目的として、霊長類のストレスや行動発達の研究を行っている。理学博士。

狩野文浩（熊本サンクチュアリ・京都大学高等研究院特定准教授）
京都大学卒。京都大学霊長類研究所、マックス・プランク人類進化研究所を経て2014年から京都大

学熊本サンクチュアリ特定准教授。アイ・トラッキングなど最先端センサー技術を活用して類人猿の
認知と感情の研究を続けている。理学博士。

主な研究者プロフィール

《Eternity》2017年
インタラクティブビデオインスタレーション／
藝倉美術館（上海）

《Voyant –Chimpanzee》2018年
デジタルアニメーション／KYOTO STEAM－世界
文化交流祭－prologue（京都）／素材提供山梨
裕美（京都市動物園）

《Biosphere》2017年
インタラクティブビデオインスタレーション／galerie 16（京都）
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「KYOTO STEAM－世界文化交流祭－」は、「KYOTO CULTIVATES PROJECT」の理念（京都は耕す、
育む、磨く）を体現し、京都賞が先駆的に示してきた人類の未来への願いとも共鳴した、アート
×サイエンス・テクノロジーをテーマに開催する新しい文化・芸術の祭典です。
京都岡崎を中心に、東京オリンピック・パラリンピック競技大会前の2020年3月に第1回目と

なるフェスティバルを開催します。
※STEAMとは…Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、Arts（芸術）、Mathematics（数学）

KYOTO STEAM－世界文化交流祭－について

2019年12月6日（金）

情報解禁日

KYOTO STEAM－世界文化交流祭－の広報用画像を貸し出しております。使用を希望される場合
は、公式WEBの使用申込書に必要事項を記載のうえ、メールでKYOTO STEAM－世界文化交流祭－
実行委員会までご連絡ください。申込受付後、3日（祝休日を除く）以内に広報用画像をダウン
ロードできるURLとパスワードを、メールにてお知らせします。3日間を過ぎても連絡が無い場
合は、再度ご連絡頂きますようお願いいたします。
また、記事等に広報用画像を掲載される際には、作家名や作品名等を確認しますので、画像と

テキストが掲載されたレイアウト原稿を事前に広報担当までご提出ください。3日（祝休日を除
く）程度で内容を確認のうえご連絡します。

公式WEBサイト：kyoto-steam.com

画像提供

京都市動物園は、明治36（1903）年4月に開園した、全国で2番目に歴史のある動物園であり、
市民の皆様から多額の寄付が寄せられ、全国で初めて市民の手によって創設された動物園です。
近年では、「近くて楽しい動物園」を目指し、約7年間にわたる施設整備を進め、平成27年11

月にグランドオープンしました。同園では、京都市と京都大学との間で結ばれた「野生動物保全
に関する研究・教育の連携協定」をはじめとして、様々な大学や研究機関との連携協定を結び、
協働しています。
そして、現代の動物園にとって重要な役割である研究や教育を基幹事業として位置付け、平成

25年に研究と教育を担う「生き物・学び・研究センター」を全国に先駆けて設置しました。種の
保存や動物福祉に関する研究を推進し、先進的な教育サービスの提供を目指しています。

京都市動物園について
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